


1階に耐震壁による耐震補強をおこない、構造耐震指標 Is値を現在の

0.74から消防庁の求める耐震水準を上回る0.83に向上させます。

2階の内装改修をおこない、地産木材をもちいた解放的な窓口とします。

1階と一部2階の空調を更新し、規制対象の冷媒を処分します。

受変電施設を更新し、屋上防水や庇の改修をおこない長寿命化します。

老朽化したエレベータを車いす仕様にリニューアルします。

西別館改修工事費として、およそ1億240万円を見込みます。

・

・

・

・

・

■

市有地に囲まれた宅地1区画を買い取り、敷地形状をととのえ
ます。

駐車場の比率を大きくし、来庁者用の駐車区画を東西あわせて
現在の87台から、123台に増やします。

思いやり駐車区画も、現在の4台から、倍の8台に増やします。

安全な歩行者専用ゾーンとバス停をあわせて整備します。

災害にそなえて防災かまどや防災トイレを整備します。

造成外構・用地取得費として、およそ1億 6140万円を
見込みます。

・

・
 

・

・

■

西別館を耐震改修・長寿命化します

外構整備で駐車場不足を解決します

本庁舎を耐震改修・長寿命化します

防災拠点として耐震棟を建設します

その他

1・2階に門型フレームと耐震スリットによる耐震補強をおこない、

構造耐震指標 Is値を現在の0.73から消防庁の求める耐震水準を

上回る0.81に向上させます。

1階全面と地階の一部の改修をおこない、地産木材をもちいた

わかりやすく利用しやすい窓口とします。

老朽化した給排水衛生設備を全面更新し、節水仕様とします。

一部空調を更新し、規制対象の冷媒を処分します。

受変電施設を廃止し、屋上防水改修をおこない長寿命化します。

法改正にともないエレベータ部材を補強します。

本庁舎改修工事費として、
およそ2億 6310万円を見込みます。

・

・

・

・

・

・

■

1,575㎡の鉄筋コンクリート造建物は、国の重要防災施設とおなじ

Is値 0.9相当の耐震性をそなえ、災害時にも初動対応をおこなう

ことができます。

下階には、災害発生時に対策本部をおく会議室や、現在本庁2階

で支障のあるサーバ室が入るため、止水性を特別に高めます。

本庁舎1階とロビーでつながる上階には、保健福祉部門が入ります。

駐車場から扉をとおってエレベータに乗れば、バリアフリーかつ

最短距離で、保健福祉部門にアプローチできます。

屋上に本庁舎とあわせた一括受変電施設を整備します。

基礎躯体を利用し、雨水をトイレ用水に使えるよう中水槽を設けます。

外断熱・Low-E二重サッシの外壁にくわえ、上部に自然換気・自然

採光のための越屋根を設け、省エネルギー化に務めます。

耐震棟建設工事費として、およそ6億 4540万円を見込みます。

・

・

・

・

・

・

■

　設計監理・備品移転費として、
　およそ1億3770万円を見込みます。
■
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※ 画像は、基本計画で検討
中の図面から作成した完成
イメージです。周辺市街地
の描写はかならずしも正確
ではありません。形状・仕
上げ・ 色彩などは今後変更
になる可能性があります。

※ 画像は、基本計画で検討
中の図面から作成した完成
イメージです。周辺市街地
の描写はかならずしも正確
ではありません。形状・仕
上げ・ 色彩などは今後変更
になる可能性があります。

・

　

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
募
集
し

た
、
市
民
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
結
果
を
受
け
て
、
南
ア
ル
プ
ス

市
庁
舎
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

昨
年
の
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
等
の
教
訓
か
ら
、
今
回
の
基
本
計

画
で
は
単
純
な
躯
体
の
耐
震
性
だ
け

で
な
く
、
業
務
を
継
続
で
き
る
強
靭

な
役
所
機
能
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
、
防
災
面
等
で
の
強

化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
事
業
費
を
２
億
９
千
万

円
積
み
増
し
た
13
億
１
千
万
円
と
し

ま
す
が
、
一
方
で
合
併
特
例
債
の
効

果
的
な
活
用
に
よ
っ
て
、
市
の
実
質

負
担
額
は
８
０
４
万
円
の
微
増
に
と

ど
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
庁
舎
整
備
事
業
は
、
そ
れ

ぞ
れ
別
の
建
物
に
わ
た
る
複
数
の
工

事
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
き
く
工
事
ご
と
に
説
明
し
ま
す
。

庁
舎
整
備

基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た



■公募施設

施設名 指定管理者 指定
期間 施設所管課

南アルプス市八田農畜産物処理加工施設
特定非営利活動法人
南アルプスファームフィールドトリップ

３年

南アルプス市総合交流ターミナル
(ハッピーパーク)

南アルプス市商工会 ３年

南アルプス市金山沢公園（金山沢温泉）

南アルプス市農業体験実習館（樹園）

南アルプス市
南アルプス温泉ロッジ周辺関連施設

芦安農産物特産物直売加工施設

天恵泉白根桃源天笑閣 やすらぎ館 株式会社フィッツ ３年

南アルプス市高度農業情報センター シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社 ３年

南アルプス市若草生涯学習センター シャンブレイ ３年

■非公募施設

施設名 指定管理者 指定
期間 施設所管課

白根げんき館 ５年

南アルプス市立養護老人ホーム慈恵寮 ３年

南アルプス市甲西保健福祉センター ５年

南アルプス市櫛形健康センター 公益財団法人
南アルプス市体育協会

３年

クラインガルテン中野エリア（17区画）

クラインガルテン湯沢エリア（13区画）

桃源文化会館
一般財団法人 
桃源文化振興協会

３年 生涯学習課

介護福祉課

健康増進課

特定非営利活動法人
田舎ぐらしの郷南アルプス

５年

社会福祉法人
南アルプス市社会福祉協議会

株式会社ユアーズ静岡

５年

山梨交通株式会社

５年

農業振興課

観光商工課

生涯学習課

農業振興課

平成29年４月からの

公共施設の
指定管理者
が決まりました。

指定管理者制度は、公共施設の管理・運営に民間のノウハウを活用しつつ、

利用者へのサービス向上を図り経費の削減を目指すものです。

公共施設の直接の経営は指定管理者が行いますが、施設が適切に管理さ

れているか、適切なサービスが提供されているかなどの点検は、市が責任

を持って行なっていきます。
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株式会社ユアーズ静岡

山梨交通株式会社

社会福祉法人
南アルプス市社会福祉協議会

社会福祉法人
南アルプス市社会福祉協議会

特定非営利活動法人
田舎ぐらしの郷南アルプス

介護福祉課

健康増進課

農業振興課

観光商工課

観光商工課

生涯学習課

５年

５年

５年
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●美術館特集

　

１
９
２
４
（
大
正
13
）年
に
中
巨
摩
郡
平
林
村
（
現 

富
士
川
町)

に
生

ま
れ
た
深
沢
幸
雄
は
、
東
京
美
術
学
校
（
現 

東
京
藝
術
大
学
）
工
芸
科

彫
金
部
を
卒
業
後
、
東
京
空
襲
時
に
足
に
怪
我
を
負
い
、
油
彩
な
ど
の

大
作
が
描
け
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
机
上
で
制
作
が
可
能
だ
っ
た
銅
版
画

を
独
学
で
習
得
し
な
が
ら
、
一
方
で
駒
井
哲
郎
や
浜
田
知
明
と
い
っ
た
先

駆
的
な
銅
版
画
家
た
ち
を
研
究
し
な
が
ら
、
後
に
は
〝
銅
版
画
技
法
の

神
様
〞
と
ま
で
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
独
自
の
表
現
様
式
を
確
立
し
、
日

本
を
代
表
す
る
銅
版
画
家
と
し
て
人
生
を
全
う
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
２
０
０
６（
平
成
18
）年
に
、
作
家
本
人
よ
り
南
ア
ル
プ

ス
市
立
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
４
０
０
点
余
の
作
品
群
の
中
か
ら
、
銅

版
画
を
は
じ
め
、
陶
芸
、
書
、
パ
ス
テ
ル
、
ガ
ラ
ス
絵
な
ど
、
深
沢
幸

雄
の
生
き
様
と
そ
の
芸
術
活
動
の
軌
跡
を
70
点
余
の
遺
作
に
よ
り
辿
っ

て
い
ま
す
。

Yukio Fukazawa 

│
追
悼
展
│

深
沢
幸
雄

●お問合せ／南アルプス市立美術館 TEL.055-282-6600　※P11美術館だよりも併せてご参照ください。

銅版の細部に手を入れる

《凍れる歩廊（ベーリング海峡）》  銅版  1978年  49.5×74.5ｃｍ

《白い夢の壺》  ガラス絵  2006年  27.0×22.0ｃｍ

《白磁に呉須絵の皿》  陶芸  1970年代  13.4×19.6cm

●
館
長
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
開
催
日　

３
月
12
日（
日
）、
18
日（
土
）

時　

間　

午
後
２
時
〜
（
１
時
間
程
度
）

講　

師　

市
立
美
術
館
館
長  

向
山
富
士
雄

場　

所　

市
立
美
術
館
展
示
室

参
加
費　

入
館
料
に
含
む

　

新
春
の
１
月
２
日
に
、
戦
後
日
本
の
版
画
界
を
牽
引
し
て
き
た

深
沢
幸
雄
さ
ん
が
、
92
年
間
の
作
家
人
生
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
ま

し
た
。
南
ア
ル
プ
ス
市
立
美
術
館
で
は
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
、
そ
の
偉
大
な
る
作
家
人
生
を
辿
り
な
が
ら
、
深
沢
幸
雄
追

悼
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

関連イベント



「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
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「
障
害
者
差
別
解
消
法
」と
は

　
こ
の
法
律
は
、
障
害
の
あ
る
人
へ
の
差
別
を
な
く

す
こ
と
で
、
障
害
の
あ
る
・
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
共

に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

　
国
や
市
な
ど
の
行
政
機
関
、
会
社
・
お
店
な
ど
が
、

障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱

い
」 

と
「
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
」 

が
差
別
に

な
り
ま
す
。

「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」と
は

　
障
害
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
拒
否
し
た
り
、
利
用
の
制
限
や
条
件
を
付
け
た
り

す
る
な
ど
、
障
害
の
な
い
人
と
違
う
取
り
扱
い
を
す

る
こ
と
が「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」に
な
り
ま
す
。

と
も
に
生
き
、
尊
重
し
あ
う
社
会
を
。

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」を
ご
存
知
で
す
か
。

「合理的配慮」の例

たとえば筆談や文章の読み上げなど、
障害の特性に応じたコミュニケー
ション手段で対応すること。

 「不当な差別的取り扱い」の例

障害があるという理由だけで、飲食
店や小売店への入店を断られた。

行政機関と会社・お店などで違います

※合理的配慮のために、お金がかかり 
　すぎるなど、過度な負担となることも
　あります。その場合、他の工夫や方法
　をその方と考えることになります。

職員対応要領を制定しました

　障害者差別解消法の施行に伴い、市役所では市職員がこの法律を遵守し、適切に対応するため、
　「障害を理由とする差別の解消の推進に関する職員対応要領」を制定しました。
　この要領に基づき、障害のある方の特性に応じた合理的配慮を行ないます。

●障害者差別に関する相談窓口　障害福祉課  TEL.（282）6197
　　　　　　　　　　　　　　　市障害者相談支援センター  TEL.（282）6780  FAX.（282）6095

昨
年
４
月
か
ら「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律（
障
害
者
差
別
解
消
法
）」が

施
行
さ
れ
１
年
が
経
ち
ま
す
。障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
の
社
会
的
障
壁
を
な
く
し
、誰
も
が
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
、行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

（※

１
）

（※

１
） 

社
会
的
障
壁…
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
送
る
上
で
妨
げ
と
な
る
も
の
。
例
え
ば

　
　
　
通
行
や
利
用
し
に
く
い
設
備
や
施
設
、
利
用
し
に
く
い
制
度
、
障
害
の
あ
る
人
を

　
　
　 

意
識
し
て
い
な
い
慣
習
や
文
化
、
障
害
の
あ
る
人
へ
の
偏
見
な
ど
を
指
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
他
に
方
法
が
な
い
場
合
な
ど
は
、
そ
の

方
と
合
意
の
上
で
「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」
に

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
合
理
的
配
慮
」と
は

　
障
害
の
あ
る
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
、
そ
の
人

の
障
害
特
性
に
合
わ
せ
た
工
夫
や
、
対
応
を
す
る
こ

と
を
合
理
的
配
慮
と
い
い
ま
す
。

　
何
ら
か
の
配
慮
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
過
度
な

負
担
に
な
ら
な
い
範
囲
で
、
配
慮
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
で
、
障
害
が
あ
る
人

の
権
利
や
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
も
差
別
に
な
り

ま
す
。

筆談
承ります！

NO !

不当な差別的扱い 障害者への合理的配慮

国の行政機関・

地方公共団体

民間事業者

不当な差別的扱いが
禁止されています。

不当な差別的扱いが
禁止されています。

×禁 止 法的
義務

努力
義務

障害者に対し、合理的
配慮を行わなければな
りません。

障害者に対し、合理的
配慮を行うよう努めな
ければなりません。×禁 止
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●
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　
６
０
７
３

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
と
い
う

思
い
を
、
寄
附
と
い
う
形
で
実
現
で
き
る
よ
う
に
始
ま
り

ま
し
た
。
本
市
で
は
、
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
を
、
子
育
て

支
援
や
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
ご
寄
附

さ
れ
た
方
が
希
望
す
る
５
つ
の
使
い
道
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
本
市
へ
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
金
額
及

び
希
望
の
使
い
道
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
本
市
の
魅
力
を
発
信
し
地
域
活
性
化
に
繋
が
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
か
ら
平
成
29
年
１
月
末
ま
で

寄
附
金
額　

２
０
１
，８
０
５
，６
１
１
円
（
８
，８
５
２
件
）

①
や
ま
な
み
コ
ー
ス
『
自
然
を
愛
す
る
ま
ち
づ
く
り
』　

　
　
　
　
　
　
　
　

３
７
，７
８
８
，０
０
０
円

②
に
ぎ
わ
い
コ
ー
ス
『
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
』

　
　

２
０
，０
８
５
，０
０
０
円

③
ふ
る
さ
と
コ
ー
ス『
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
』

　
６
，７
５
５
，０
０
０
円

④
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス『
助
け
合
い
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
』

　

３
４
，３
８
５
，５
０
０
円

⑤
わ
ん
ぱ
く
コ
ー
ス

　
『
子
供
の
未
来
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
』

３
７
，９
７
２
，１
１
１
円

指
定
な
し 　
　
　
　
　
　
　
　

 

６
４
，８
２
０
，０
０
０
円

南
ア
ル
プ
ス
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
額（
ふ
る
さ
と
納
税
）の

お
知
ら
せ

南
ア
ル
プ
ス
市
景
観
審
議
会

委
員
公
募
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
美
し
く
風
格
の
あ
る
風
景

づ
く
り
と
愛
着
と
誇
り
の
持
て
る
郷
土
の
実
現
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
「
南
ア
ル
プ
ス
市
景
観
審
議
会
」
を
設
置
し
、

良
好
な
景
観
形
成
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

市
民
の
方
々
と
共
に
考
え
、
そ
の
意
見
を
良
好
な
景
観

づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
同
委
員
の
一
部
を
広
く
市
民

か
ら
募
集
し
ま
す
。

資　

格

○
満
18
歳
以
上（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）で
市
内
在

　

住
の
方

○
任
期
中
、
５
〜
６
回
開
催
予
定
の
審
議
会
（
平
日
の
昼

　

間
）
に
出
席
で
き
る
方

募
集
人
員　

若
干
名

任　
　

期　

４
月
〜
平
成
31
年
３
月
（
２
年
間
）

申
込
期
間　

３
月
６
日
（
月
）〜
17
日（
金
）

申
込
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
都
市
計
画
課
お

　

よ
び
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
設
置
の
申
込
書
に

　

必
要
事
項
と
「
応
募
の
理
由
」
を
記
入
の
上
、
都
市
計
画

　

課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

〒
４
０
０‐

０
３
９
５  

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
３
７
６

　
　

南
ア
ル
プ
ス
市
役
所  
都
市
計
画
課

　

ま
た
、Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
申
込
も
可
能
で
す
。

　

Ｅ
メ
ー
ルtoshikei-ks001@

city.m
inam

i-alps.lg.jp

締　

切　

３
月
17
日（
金
）
消
印
有
効

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
３
月
17
日（
金
）ま
で
の
着
信
が
有
効

●
お
問
合
せ
／
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　
６
３
９
４

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
「
川
柳
・
標
語
」
の
募
集
に
、

１
，７
５
４
点
の
応
募
が
あ
り
、
入
賞
３
点
、
入
選
10
点

が
決
ま
り
ま
し
た
。
入
賞
・
入
選
作
品
は
次
の
と
お
り
展

示
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
賞
作
品

　

家
事
分
た
ん
　
子
育
て
分
た
ん
　
父
と
母

（
大
明
小 

４
年　

井
上 

朱
莉
）

　

認
め
あ
い
　
男
女
が
輝
く
　
ま
ち
づ
く
り

（
白
根
巨
摩
中 

２
年　

名
取 

知
花
）

　

ア
ル
プ
ス
の
　
街
に
男
女
の
　
希
望
あ
り

（
桃
園　

常
磐 

晴
美
）

展
示
場
所
・
展
示
期
間

○
甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

２
月
22
日（
水
）
〜
３
月
７
日（
火
）

○
白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

３
月
８
日（
水
）
〜
３
月
14
日（
火
）

○
芦
安
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

３
月
15
日（
水
）
〜
３
月
21
日（
火
）

○
八
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

３
月
22
日
（
水
）
〜
３
月
28
日
（
火
）

○
市
役
所
本
庁
舎　
　
３
月
29
日（
水
）
〜
４
月
４
日（
火
）

○
若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

４
月
５
日
（
水
）
〜
４
月
11
日
（
火
）

男
女
共
同
参
画
啓
発
作
品

「
川
柳
・
標
語
」入
賞
・
入
選
作
品

●
お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
４
）
　
６
４
９
３
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100歳祝

お

めでとう！

 成本  分年 さん （在家塚）

●
お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　
６
０
７
４

平
成
29
年
度
重
度
心
身
障
害
児（
者
）

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

回
数
券
の
交
付
に
つ
い
て

対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級
１
〜
３
級
の
方

②
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
Ａ
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方

④
家
族
介
護
慰
労
金
受
給
者
に
介
護
さ
れ
て
い
る
要
介
護

　

老
人

※

社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、
自
動
車
税
及
び

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
、
自
動
車
燃
料

　

費
助
成
金
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

受　

付　

３
月
27
日（
月
）〜

申
請
場
所　

　

障
害
福
祉
課
ま
た
は
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

各
種
手
帳
・
印
鑑

※

各
種
手
帳
を
お
持
ち
に
な
ら
な
い
場
合
は
交
付
で
き
ま

　

せ
ん
。

●
お
問
合
せ
／
障
害
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　
６
１
９
７

助
成
内
容　

　

タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
額 

年
24
枚（
月
あ
た
り
２
枚
）

対
象
者　

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
75
歳
以
上
の
方
。（
昭
和
18
年

　

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の

交
付
に
つ
い
て

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
除
き
ま
す
。

①
重
度
心
身
障
害
児（
者
）タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
を
受 

　

け
る
資
格
が
あ
る
方

②
身
体
障
が
い
者
の
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

③
櫛
形
西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行
対

　

象
エ
リ
ア
に
お
住
ま
い
の
方
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
タ
ク

　

シ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

申
請
場
所　

交
通
政
策
室
・
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

受　

付　

４
月
６
日（
木
）
〜

持
ち
物　

身
分
証
明
書
（
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）、　

　

印
鑑

※

家
族
等
の
代
理
申
請
も
で
き
ま
す
が
、
申
請
者
本
人
及

　

び
代
理
人
の
身
分
証
明
書
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

６
次
化
拠
点
整
備
事
業
検
討
委
員
会

中
間
報
告
を
市
に
提
出

　

事
業
主
体
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
市
長
に
提
案
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

○
再
建
の
是
非

　

持
続
性
の
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
う
え
で
、
本

事
業
の
再
建
は
必
要
で
あ
る
。

○
事
業
の
目
的

　

６
次
産
業
化
に
よ
り
、
地
域
活
性
化
を
図
る
。（
地
域
経

済
の
活
性
化
及
び
産
業
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
）

○
設
置
主
体
の
方
向
性

　

投
資
規
模
と
市
民
感
情
を
考
慮
す
る
と
、
ま
ず
は
民
間
主

体
を
優
先
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

但
し
、
目
的
に
相
応
し
い
形
態
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

６
次
産
業
化
に
関
す
る
一
定
の
条
件
を
付
す
と
と
も
に
、
規

制
、
税
制
、
財
政
及
び
事
業
用
地
の
支
援
等
、
企
業
誘
致
に

向
け
た
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
措
置
も
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
生
ず
る
で
あ
ろ
う
様
々
な
影
響
と
解
決
策
、

効
果
等
を
的
確
に
把
握
し
た
う
え
で
、
段
階
的
に
そ
の
方
向

性
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
設
置
主
体
が
確
定
す
る
ま
で
の
間
は
、
市
の
予
算

措
置
に
よ
り
地
代
に
つ
い
て
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

○
運
営
主
体
の
方
向
性

　

本
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
企
業
経
営
や
専
門
技
術
に

関
す
る
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
重
要
性
を
考
慮
す
る
と
、
民
間
主

体
に
よ
る
運
営
が
望
ま
し
い
。

　

但
し
、
目
的
達
成
を
図
る
た
め
、
地
域
産
業
、
地
元
雇
用
、

広
報
戦
略
、
市
民
参
加
及
び
観
光
・
教
育
等
に
関
す
る
継
続

的
か
つ
政
策
的
な
連
携
施
策
を
施
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
運
営
主
体
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
の
意
向

を
踏
ま
え
た
基
本
プ
ラ
ン
を
明
確
に
示
し
、
順
序
だ
て
て
誘

致
活
動
を
実
行
す
る
と
と
も
に
、
事
業
計
画
、
資
金
計
画
及

び
そ
の
考
え
方
等
を
十
分
に
精
査
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
。



    ８

2月5日

白根巨摩中陸上部Ａ　
男女アベック優勝

2月4日

南アルプスハーモニーフォーラムin2017

　「男女共同参画ですすめるまちづくり～助け愛で 深まる絆～」
をテーマに櫛形生涯学習センターで南アルプスハーモニー
フォーラム in2017 が開催されました。
　第１部では男女共同参画啓発川柳・標語入賞者の表彰が行
われたほか、南アルプスハーモニープラン推進会議と南アル
プス市女性団体連絡協議会が一年の活動を発表しました。
　また、第２部の講演会では「イクメン・カジダンのススメ」
と題して山梨住みます芸人のいしいそうたろうさんが、子育
ての奮闘ぶりをユーモアあるエピソードを交えて語り、会場
には大きな笑声が響いていました。

　第28回中学生新人駅伝が櫛形総合運動公園特設周
回コースで行われました。
　県内学校対抗の部では男女あわせて69チームがエ
ントリーし、白根巨摩中学校陸上部Aが男女アベック
優勝を果たしました。
　男子は第２区から先頭に立つと、そのまま首位を
明け渡すことなく、14年ぶり４度目の優勝。女子も
３区で先頭に立つと安定した走りで、15年ぶり４度
目の優勝を果たしました。

2月9日

安藤家住宅雛祭り

　重要文化財安藤家住宅で、地元住民から寄贈された雛飾り
や小笠原流礼法の節供飾りを展示する安藤家住宅雛祭りが開
催されています。
　江戸時代後期から昭和の中頃の作品でおよそ200体を展示
しており、それぞれの時代の特徴を見比べて楽しむことがで
きます。
　この雛飾りは４月３日（月）まで展示されています。
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　春の訪れを告げる十日市が開催され、約１キロにわたり
300余りの露店が軒を連ねました。
　今年も縁起物の甲州だるまや熊手のほか、臼や杵、まな
板などの木工製品を買い求め、市内外から大勢の人たちが
詰掛けました。
　また、市商工会やJAこま野の飲食ブースなども数多く
並び、祭典は２日間にわたり約７万人の人出で賑わってい
ました。

2月10・11日

  十日市祭典

2月13日

県行政書士会と災害協定調印

　市と山梨県行政書士会の間で「大規模災害時における被
災者支援に関する協定」の調印を行いました。
　これは、大規模災害時における被災者支援相談窓口の設
置や、各種手続きに必要な罹災証明書の発行等を支援する
もので、この協定により被災者の支援を効率的に行なえる
ようになります。

初心者雪山歩き教室
2月11日
　積雪期の登山知識・技術を学ぶための雪山歩き教室が櫛
形山で開催されました。
　参加者たちは南アルプスガイドクラブ所属の山岳ガイド
の案内で雪山歩きを開始。真っ白に雪化粧した登山道や林
道をアイゼンやスノーシューを使って歩きながら、雪の上
に落ちたカエデや白樺の種などの観察も行いました。
　また、林道の斜面にはカモシカも姿を現し、参加者たち
はこの出会いに興奮していました。



　

自
殺
や
自
殺
未
遂
は
、本
人
に
と
っ
て
、こ
の
上

な
い
悲
劇
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、家
族
や
周
り
の

人
々
に
大
き
な
悲
し
み
と
生
活
上
の
困
難
を
も
た

ら
し
、社
会
全
体
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
と
な
り

ま
す
。

　

県
で
は
３
月
１
日
を「
山
梨
い
の
ち
の
日
」と
し
、

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
の
周
知
な
ど
の
広
報
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
、１
人
で

悩
ま
ず
、相
談
機
関
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル 　
　

　

電
話 

０
５
７
０（
０
６
４
）５
５
６

　
　
　

 

（
お
こ
な
お
う 

ま
も
ろ
う
よ 

こ
こ
ろ
）

※

全
国
共
通
の
番
号
で
す
。電
話
を
か
け
た
所
在

　

地
の
公
的
な
相
談
機
関
に
接
続
さ
れ
ま
す
。

※

Ｉ
Ｐ
電
話
、プ
リ
ペ
イ
ド
式
携
帯
電
話
、列
車
公

　

衆
電
話
、海
外
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

●
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン【
２４
時
間
対
応
】

　

電
話 

０
１
２
０（
２
７
９
）３
３
８

　
　

     （
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

つ
な
ぐ 

さ
さ
え
る
）

  10

お問合せ／福祉総合相談課 TEL.282-7250

　

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

国
で
は
月
別
自
殺
者
数
の
多
い
３
月
を「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

日
本
の
年
間
自
殺
者
数
は
、平
成
10
年
に
急
増
し
て
以
降
、
14
年
連
続
し
て
３
万
人
を
超
え
て

い
ま
し
た
が
、様
々
な
方
面
で
自
殺
防
止
の
取
組
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
24
年
以
降

３
万
人
を
下
回
る
数
値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
多
く
の
人
が
自
殺
で

亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。※

通
話
に
よ
る
聞
き
取
り
が
難
し
い
方
は
フ
ァ
ッ
ク

　

ス
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

　

フ
ァ
ッ
ク
ス 

０
３（
３
８
６
８
）３
８
１
１

〜
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
事
の
な
い

　

地
域
を
目
指
し
て
〜

　

私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
は
、一
人
ひ
と
り
の
心

身
の
健
康
や
家
庭
生
活
の
安
定
、余
暇
な
ど
の
地

域
生
活
の
充
実
、経
済
や
雇
用
情
勢
な
ど
様
々
な

も
の
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、今
日
の
社

会
は
核
家
族
化
や
ひ
と
り
親
世
帯
の
増
加
、非
正

規
雇
用
の
働
き
方
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、従
来

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
地
域
社
会
に
あ
っ
た「
支
え
る

力
」が
不
安
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は「
地
域
福
祉
計
画
」を
基
に〝
一
人
ひ
と
り

が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、同
じ
市
民
と
し

て
尊
重
さ
れ
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
充
実
し
た
暮

ら
し
を
送
り
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
〞を
目
指
し

て
い
ま
す
。　

２
０
１
７

地
域
さ
さ
え
愛
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す

開
催
日　

３
月
７
日（
火
）

時
　
間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付
13
時
〜
）

場
　
所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

         　

あ
や
め
ホ
ー
ル

基
調
講
演　
「
福
祉
の
こ
れ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

 

〜
地
域
共
生
社
会
に
向
け
て
」

講
　
師　

土
屋 

幸
己 

氏　
　

　
　
　
　
（
財
団
法
人  

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
）

リ
レ
ー
ト
ー
ク

　
「
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
見
る

　
　
　

南
ア
ル
プ
ス
市
の
地
域
福
祉 

こ
の
１
年
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

竹
端 

寛 

氏　
　

　
　
　
　
　
　
　

  　
（
山
梨
学
院
大
学
教
授
）

参
加
費　

無
料

いのちを大切に

つ
な
い
で
い
こ
う

心
と
心

守
っ
て
い
こ
う

尊
い
命

南アルプス市自殺対策
イメージキャラクター
「つなピョン」



　市立美術館では、中巨摩郡平林村（現 富士川町）出身で、
戦後の日本を代表する銅版画家である深沢幸雄の追悼展を開催
中です。
　当館所蔵の 400点余に及ぶ作品の中から、選りすぐりの銅版
画、書、パステル、ガラス絵、陶芸など70点ほど展示しています。
　また、ご遺族のご好意により、銅版画の原版や自作の道具類
なども併せて展示しています。
　命の根源をテーマにしながら心のドラマを描き続けた、芸術家
深沢幸雄の軌跡をこの機会にぜひご覧ください。

深沢幸雄追悼 展

『あかですよあおですよ』   
作／かこ さとし    出版社／福音館書店　 　

       

 
新刊案内 ｜ 一般書

新刊案内 ｜ 児童書

　　 

　結婚式をはじめ、ビジ
ネス関係の式典でのお
祝い、七五三や入学式と
いった成長に伴うお祝
い、長寿にちなんだお祝
いなど、多岐にわたるお
祝いについてのスピーチ
文例を掲載。スピーチ
の作り方や名言&四字
熟語も収録。

　たこたこ学校では、今
日は絵の勉強をします。
あか、むらさき、あお、み
どり…。生徒たちは、先
生の言う色を使って、そ
れぞれ素敵な絵を描き
ます。最後は、くろ。はた
して、どんな絵になるの
でしょうか?

10:30～

14:00～

八田ふれあい図書館  TEL.285-5010

白根桃源図書館  TEL.284-6010

わかくさ図書館  TEL.283-1501

甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00

　休館日／6・13･20・27・31日

芦安分館

TEL.282-7285
火・金のみ開館　13:00～17:00

中央図書館

TEL.280-3300

平日 9:30～19:00

土・日･祝日 9:30～17:00

休館日／21・31日

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

～３月26日（日）

●市立美術館  開館時間／9:30～17:00（入館は16:30まで）  休館日／月曜日・祝日の翌日
　　　　　　　入館料／一般300円　大高生250円　中小生150円 　（20名以上団体料金2割引）
　　　　　　　お問合せ／TEL.282-6600  FAX.282-6601

　月のイベントスケジュール
７日（火）

４日（土）

毎週土曜日

18日（土）11日（土）

17日（金）

９日（木）

22日（水）

14日（火）

23日（木）

『お祝いのスピーチきちんとマナーハンドブック 』 
著／杉本 祐子　出版社／主婦の友社　　 　
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《青い林檎》

《アシェンダの地下にて》　

15日（水）

●朗読会「きずな亭」

◇市民活動フェスタに参加します！
　開催日　3月12日（日）　
　時　間　10:00～15:00
　場　所　南アルプス市若草生涯学習センター
　たくさんのボランティア団体やＮＰＯが集まって開催する　
　「市民活動フェスタ2017」に図書館も参加します。
　当日は、工作体験、しおりのプレゼントなどを行います。
　ぜひ、足をお運びください。

13:30～ ４日（土）

白

白

《銅版画連作 
  新大陸のモンゴロイド》

八甲 わ

甲 八

中

中

わ 甲 28日（火）八

25日（土）白わ

白
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大曽利道祖神場

沓沢道祖神場

※１　近年では前週の土日に行う地区もあります。

【
プ
ロ
ロ
ー
グ
】

　

風
土
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
一
般
的

に
そ
の
土
地
の
気
候
や
地
形
な
ど
を
総
称
す
る
言
葉
と

し
て
使
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
変
化
に
と
も
な
う

人
々
の
暮
ら
し
や
文
化
な
ど
の
違
い
、
い
わ
ゆ
る
土
地

柄
を
指
し
示
す
言
葉
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ま
す
。
今
回

は
１
月
に
実
施
し
た
芦
安
地
区
で
の
小
正
月
行
事
の
調

査
内
容
を
元
に
南
ア
ル
プ
ス
市
の
風
土
と
伝
統
行
事
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

【
風
土
の
違
い
と
文
化
の
違
い
】

 

一
月
十
四
日
の
小
正
月
の
日(

※
１)

、
市
内
各
地
で

道
祖
神
場
の
飾
り
つ
け
や
ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
風
習
は
、
ど
ん
ど
焼
き
の
際
に
火
を
付

け
て
焚
き
上
げ
る
も
の
の
種
類
や
形
、
飾
る
も
の
な
ど

が
同
じ
市
内
で
あ
っ
て
も
地
域
ご
と
に
違
い
、
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
で
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
芦
安
地
区

で
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
現
在
も
大
曽
利
・
小
曽

利
・
沓
沢
の
三
集
落
で
ど
ん
ど
焼
き
の
行
事
が
続
い
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た
個
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

芦
安
な
ら
で
は
の
特
徴
と
し
て
、
三
つ
の
集
落
で
は

い
ず
れ
も
道
祖
神
に
対
し
、
周
辺
に
自
生
す
る
加
工
の

し
や
す
い
ヌ
ル
デ
の
木
で
作
っ
た
木
製
品
を
捧
げ
る
風

習
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
集
落
ご
と
に
刀

や
弓
に
箸
、
オ
デ
ク
（
オ
ホ
ン
ダ
レ
サ
マ
）
と
呼
ば
れ

る
人
形
、
男
性
・
女
性
の
シ
ン
ボ
ル
と
様
々
で
す
（
図

参
照
）
。

　

ま
た
焚
き
上
げ
ら
れ
る
素
材
に
も
特
徴
が
現
れ
て
い

ま
す
。
平
地
の
水
田
地
帯
で
は
稲
わ
ら
な
ど
が
多
く
用

い
ら
れ
る
の
に
対
し
、
芦
安
地
区
を
含
む
山
間
部
で
は

山
の
木
々
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
小
曽
利

集
落
で
は
主
に
竹
を
、
よ
り
山
あ
い
の
大
曽
利
・
沓
沢

集
落
で
は
主
に
木
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

林
業
等
を
中
心
に
、
山
と
と
も
に
生
き
て
き
た
芦
安
の

風
土
が
良
く
現
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

 

～受け継がれる想い～

南アルプスの風土と伝統行事

116116



 

　教育委員会文化財課では、市内の歴史や文化を再発見し後世へ伝えるために、

山梨県立博物館で民俗を専門とする学芸員にご協力いただき、芦安地区集落支

援員とともに芦安地区の小正月行事の調査を行いました。この調査によって、

担い手が不足する深刻な状況の一方で、新たな担い手に伝統が受け継がれてい

る状況や３地区それぞれの風土に根ざした個性も明らかとなりました。

 

右頁上：沓沢の道祖神場。沓沢では地元の
人から新たに移り住んだ人々に小正月行事
の準備、マツリのやり方などが受け継がれ
ている。
右頁下：大曽利道祖神に奉納された木製の
捧げもの。願いが書かれた人形のオデクや
魔除けの小刀、二膳の箸などが置かれてい
る。オデクはすぐに各家に持ち帰られ、１
年間各家を見守り、来年のどんど焼きで焼
かれる。

沓沢 大曽利
小曽利芦安地区の中でも３集落で、それぞれに個性が見られます。

ヌルデの木

をオデクに

仕上げる

木材を集め

て作ります

道祖神

道祖神 道祖神
鳥居や弓、刀、子

宝を願った男女

性のシンボル

鳥居と刀や男

女性のシンボル

竹が素材

記憶は地域の宝物

調査風景：沓沢 弓矢・刀を作る：沓沢 刀を作る：小曽利

 

【
変
わ
り
ゆ
く
風
土
、
受
け
継
が
れ
る
想
い
】

　

か
つ
て
林
業
な
ど
が
盛
ん
だ
っ
た
芦
安
地
区
も
現
在

で
は
生
業
が
観
光
業
や
土
木
業
へ
と
移
り
変
わ
り
、
地

区
外
に
働
き
に
出
た
り
、
地
元
を
離
れ
る
人
も
多
く
な

り
ま
し
た
。
人
々
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
形
で
受
け
継

が
れ
て
き
た
伝
統
行
事
の
中
に
は
、
担
い
手
の
減
少
や

生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
、
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
も
の

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
一
方
で
、
今
回
紹
介
し
た
小
正
月
行
事
の
よ
う

に
今
も
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
風
習
が
あ
り
ま

す
。
沓
沢
の
よ
う
に
か
つ
て
二
十
数
軒
あ
っ
た
民
家
が

三
軒
に
ま
で
減
少
し
、
伝
統
行
事
の
継
承
が
危
ぶ
ま
れ

た
も
の
の
、
宿
・
ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営
者
と
い
っ
た
新
し

い
住
民
が
地
域
に
加
わ
り
、
重
要
な
担
い
手
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
集
落
も
あ
り
ま
す
。
芦
安
の
各
道
祖
神
場

に
掲
げ
ら
れ
た
『
子
孫
繁
栄
』
『
家
内
安
全
』
と
い
っ

た
言
葉
た
ち
。
今
も
昔
も
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら

な
い
、
人
々
の
純
粋
な
願
い
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

　

写
真
・
文
　
文
化
財
課

　

３月中頃一部展示変えします。村

岡花子が通った麻布の菓子店の木

型など新資料を公開します。

ふるさと文化伝承館エントランス展

にしごおり 、 和菓子の世界

開催中～平成29年５月17日

９時30分～16時30分　木曜休館

TEL　055-282-7408

13 

柳
川

い 

つ

あ
か
し

山
の
湯
に
時
代
遅
れ
の
愛
唱
歌
　
　
　
　
込
山 

幸
江 

（
西
南
湖
）

長
寿
国
何
時
の
間
に
や
ら
薬
漬
け
　
　
　
小
田
嶋 

康
子 

（
鮎
沢
）

穏
や
か
に
生
き
た
証
の
笑
い
じ
わ
　
　
　
河
野 

美
智
子 

（
鮎
沢
）

せ
っ
か
ち
も
人
を
和
ま
す
術
を
待
ち
　
　
大
森 

一
男 

（
鮎
沢
）

町
医
者
と
笑
顔
で
話
し
病
癒
え
　
　
　
　
深
沢 

経
生 

（
落
合
）

お
だ

目
薬
が
効
い
て
世
間
の
裏
も
見
え
　
　
　
　
厚
芝 

房
雄 

（
秋
山
）

ど
っ
こ
い
し
ょ
揃
い
踏
み
し
て
大
笑
い
　
　
村
松 

文
男 

（
東
南
湖
）

遠
目
に
も
吉
報
ら
し
い
妻
の
顔
　
　
　
　
　
河
野  

正  

（
鮎
沢
）

茶
目
っ
気
へ
肩
を
振
わ
せ
笑
う
母
　
　
　
　
小
林  

剛  

（
西
南
湖
）

那
覇
に
散
る
父
知
ら
ぬ
遺
児
早
七
十
路
　
　
安
藤  

孝
　（
鮎
沢
）

戦
へ
の
橋
は
再
び
架
け
さ
せ
ぬ
　
　
　
　
　
塩
沢  

進 

（
落
合
）

い

あ
い
し
ょ
う
か

な 

そ 

じ



総人口： 72,214人（- 14）
-----------------------------
男　性： 35,681人（+5）
女　性： 36,533人（-19）
世　帯： 27,270世帯（+25）
外国籍人口： 909人（-2）

南アルプス広
報 No.168   平成29年3月1日発行

平成29年2月1日現在（対前月比）

南アルプス市役所   〒400 -0395 山梨県南アルプス市小笠原376

TEL .055 -282-1111（代表） FAX .055 -282-1112（代表）

ht tp : //www.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p

編集／南アルプス市役所 秘書課　TEL .055 -282-6037

各窓口サービスセンター

八田 TEL .282-5600　

芦安 TEL .282-5577

甲西 TEL .282-3120

白根 TEL .283-3000

若草 TEL .282-3100

●八田／チャンネル101 8:30、21:30〔土曜更新〕  　●白根・芦安／チャンネル101 ６:30、10:00、15:00、22:00〔木曜更新〕
●若草・櫛形／チャンネル111 14:00、19:00、22:00〔木曜更新〕　 ●甲西／チャンネル111 10:00、22:00〔金曜更新〕

CATVによる市行政番組の放送について　各地区別の行政番組のチャンネルと放送時間は次のとおりです。

緑かがやく自然を守り

なかよく美しい心を結び合い

未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを

アルプスの山々に誓います
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ＩＫＵＭＥＮ いくめん

仙洞田 公一さん（父）、瑞輝くん（10歳）
　　  瑠俐ちゃん（４歳）、璃歩ちゃん（2歳）

  

子供とのちょっとした時間を大切にしています。
兄妹仲良く育ってね！

育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの
写真を募集しています。   
詳しくは、みんなでまちづくり推進課まで。

南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。
（荊沢）

父・尚平　母・佑季 （下宮地）

陽翔くん、生まれてきてくれてありがとう。
1歳1ヵ月しか離れてなくて、これからたくさん我慢
させちゃうと思うけど2人がいつも笑顔でいられる
ように頑張るからね！♡ 仲良し姉弟でいてね♡♡

新津 陽翔くん（3ヵ月） 
　　笑花ちゃん（１歳）

はると

☎282-6037

☎282-6493

今月の表紙：安藤家住宅雛祭り

今年も市民活動フェスタ＆ファミリーフェスタを開催します。
市民団体やＮＰＯなどによる販売や体験ブース、親子で楽しめるステージなど
盛りだくさん。市民が協力してつくりあげる楽しめるお祭りです。
ぜひご来場ください。

開催日　　３月12日（日）
時　間　　10：00～15：00
場　所　　若草生涯学習センター／若草体育館（上履きをご持参ください）
内　容　　カワクボメガネ・DON U・すえっこによるあそびうたショー
　　　　　おばけ屋敷やダンボール迷路ほか親子で楽しめる体験ブース
　　　　　お菓子や加工食品、ハンドメイド作品などの販売コーナー
　　　　　各種団体による演奏やダンスなどのステージ発表
　　　　　オエムシくんによる似顔絵コーナー
　　　　　南アルプス市ミニパン＆ワインコーナー
　　　　　文化財課・田中大輔氏による歴史講話 その他

【お問合せ】市民活動フェスタ実行委員会（市民活動センター）℡.（282）7325
　　　　   ファミリーフェスタ実行委員会（子育て支援課）℡.（282）7293

市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

南
ア
ル
プ
ス
市

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

今 月

みずき

えみか

り ほる り

こういち



南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
に
雪
雲
が
立
ち
こ
も
り
、
荒
々
し
い
北
風
が
吹
く
日
は

た
い
て
い
日
本
海
側
に
大
き
な
寒
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
の
か
な
と
思
え
た
冬
の
日
。

が
ま
ん
く
ら
べ
の
よ
う
な
寒
さ
は
今
年
も
健
在
で
し
た
ね
。

や
が
て
白
い
峰
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て

静
か
に
里
を
見
守
る
頃
、
里
に
は
真
っ
白
な
ス
モ
モ
の
花
が
満
開
に
な
り
ま
す
。

お
昼
休
み
に
通
り
か
か
っ
た
坂
道
で

ス
モ
モ
の
花
と
残
雪
の
八
ヶ
岳
の
風
景
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。

高
い
空
に
は
ヒ
バ
リ
の
さ
え
ず
り
が
し
て
、
ツ
グ
ミ
た
ち
は
そ
ろ
そ
ろ
旅
立
つ
季
節
。

こ
う
し
て
春
を
想
う
心
を
育
て
て
く
れ
る
ふ
る
さ
と
は
何
よ
り
だ
と
感
じ
る
日
で
し
た
。

文
・
写
真
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

春
に
な
れ
ば

15

里

今
月
の
テ
ー
マ





平成29年

  

お
知
ら
せ   

 ３月号

─１─

　
お 

知 

ら 

せ

●
３
月
の
健
康
相
談
・

　

母
子
健
康
手
帳  

交
付
日
程

実
施
日
　
３
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日
、

　
　
　
　
　
　

 

29
日
（
各
水
曜
日
）

時　

間　

９
時
〜
11
時

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
①
印
鑑 

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー

　

ド
ま
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

※
実
施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
必
ず
事
前

　

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
場
合
は
、
後
日
、本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
妊
婦
一
般
健
康
診

　

査
受
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

電
話
（
２
８
４
）６
０
０
０

●
所
得
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
平
成

28
年
中
の
所
得
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

所
得
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
収
入
が
な
か
っ

た
方
・
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
も
、
税
務
課
か
ら

お
送
り
し
た
市
県
民
税
の
申
告
書
を
お
忘
れ
な

く
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
収
入
の
な
い
世
帯
の

方
が
未
申
告
の
ま
ま
だ
と
、
国
保
税
の
軽
減
が

受
け
ら
れ
ず
、
入
院
中
の
食
事
代
が
軽
減
さ
れ

な
か
っ
た
り
、
高
額
療
養
費
の
支
給
額
が
少
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
国
保
年
金
課　

　

電
話
（
２
８
２
）７
２
４
８

●「
子
ど
も
医
療
費
助
成
金
制
度（
年
齢

　

拡
大
）」の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

4
月
1
日
か
ら
対
象
年
齢
が
18
歳
（
満
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
早
め
の
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
請
場
所　

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　

各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

※
新
た
に
対
象
に
な
る
方
に
は
、
１
月
下
旬
に

　

案
内
通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

※
現
在
、
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
申

　

請
手
続
き
は
不
要
で
す
。

※
通
知
が
届
か
な
い
方
で
該
当
と
思
わ
れ
る
場

　

合
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

電
話
（
２
８
２
）７
２
９
３

●  

マ
タ
二
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

　

助
産
師
に
よ
る
母
乳
の
お
話
・
骨
盤
ケ
ア
・

妊
婦
体
操
を
行
い
ま
す
。
妊
娠
中
か
ら
産
後
の

心
と
身
体
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

 

プ
レ
マ
マ
教
室 

開
催
日　

３
月
23
日（
木
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
　

  

（
受
付　

13
時
15
分
〜
13
時
30
分
）

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

対　

象　

市
内
在
住
の
妊
婦
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

※
体
操
を
行
い
ま
す
の
で
動
き
や
す
い
服
装
で

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
上
の
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
に
な
る
場
合
は
、

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

電
話
（
２
８
４
）６
０
０
０

●  

第
46
回
信
玄
公
祭
り

  

「
大
井
夫
人
隊
」
出
陣
式

　

武
田
信
玄
の
母
、
大
井
夫
人
が
侍
と
侍
女
を

率
い
て
総
勢
34
名
、
戦
国
時
代
の
装
い
で
信
玄

公
祭
り
に
参
列
し
ま
す
。
参
列
を
前
に
大
井
夫

人
の
縁
の
寺
、
古
長
禅
寺
に
お
い
て
出
陣
式
を

行
い
ま
す
。

開
催
日　

４
月
８
日（
土
）

時　

間　

12
時
40
分
〜

場　

所　

古
長
禅
寺

※
駐
車
場
は
甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

　

ご
利
用
下
さ
い
。

お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
２
９
４

●
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

　

更
新
時
期
で
す

　

現
在
お
手
元
に
あ
る
被
保
険
者
証
は
、
有
効

期
限
が
平
成
29
年
３
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
月
１
日
以
降
の
新
し
い
被
保
険
者
証
（
う
ぐ

い
す
色
）
は
、
３
月
３
日
か
ら
順
次
、
簡
易
書

留
で
郵
送
し
ま
す
。
配
達
時
に
不
在
の
場
合
に

は
、「
郵
便
物
等
お
預
か
り
の
お
知
ら
せ
」
が
置

か
れ
ま
す
の
で
、
７
日
間
の
保
管
期
間
内
に
指

定
さ
れ
た
郵
便
局
で
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
局
で
の
保
管
期
間
が
過
ぎ
ま
す
と
、
保

険
証
は
市
役
所
で
の
お
渡
し
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
役
所
国
保
年
金
課
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
国
保
年
金
課　

　

電
話
（
２
８
２
）７
２
４
８

●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

３
月
は
２
回
開
催
し
ま
す

実
施
日　

３
月
８
日（
水
）

場　

所　

甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　  

駐
車
場

時　

間　

10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
　

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

実
施
日　

３
月
13
日（
月
）

場　

所　

若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

駐
車
場

時　

間　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課　

　

電
話
（
２
８
４
）６
０
０
０



─２─

  

お
知
ら
せ   

●
第
29
回 

山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ 

　

エ
ー
シ
ョ
ン
祭 

参
加
者
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
は
勝
敗
に

こ
だ
わ
ら
な
い
、
楽
し
み
な
が
ら
参
加
者
相
互

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
重
点

に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
個
人
・
グ

ル
ー
プ
、
初
心
者
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

開
催
日　

５
月
14
日（
日
）
20
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

21
日（
日
）
28
日（
日
）

種　

目　

21
種
目

締　

切　

３
月
10
日（
金
）

※
詳
細
は
体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

　

て
く
だ
さ
い
。　

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
体
育
協
会

　
　
　
　
電
話
（
２
３
６
）
８
５
５
５

●  

４
月
採
用
予
定　

　

市 

臨
時
職
員
・
嘱
託
職
員
募
集

職
種
お
よ
び
募
集
人
員
等

○
障
害
福
祉
関
係
窓
口
事
務
員　

1
名

○
保
育
士　

若
干
名

○
保
健
師
又
は
看
護
師　

1
名

○
介
護
認
定
調
査
員　

1
名

○
道
路
環
境
整
備
員　

1
名

○
学
校
用
務
員　

２
名

募
集
期
間　

３
月
1
日（
水
）〜
10
日（
金
）

試
験
日　

３
月
23
日（
木
）に
実
施
予
定

※
募
集
案
内
お
よ
び
申
込
書
は
３
月
1
日（
水
）

　

か
ら
人
事
課
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
人
事
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
０
８
４

募   

集　

 

募  

集

●
春
の
火
災
予
防
運
動

「
消
し
ま
し
ょ
う　

　
　
　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で
」

（
平
成
28
年
度  

全
国
統
一
防
火
標
語
）

　

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
時
期
で
す
。
火

●  

平
成
29
年
度
交
通
災
害
共
済

　

加
入
申
込
に
つ
い
て

　

住
民
一
人
ひ
と
り
が
掛
金
を
出
し
合
い
、
交

通
災
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
ケ
ガ
等
の

程
度
に
よ
っ
て
見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る
相
互

救
済
の
制
度
で
す
。

年
額
掛
金　

１
人
当
た
り  

５
０
０
円
（
年
額
）

共
済
期
間　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

加
入
方
法　

発
送
い
た
し
ま
す
「
交
通
災
害
共

　

済
加
入
申
込
書
」
に
よ
り
、
市
役
所
ま
た
は

　

市
が
指
定
す
る
金
融
機
関
に
掛
金
を
添
え
て

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
４
月
１
日
以
降
の
加
入
も
で
き
ま
す
（
加
入

　

日
の
翌
日
か
ら
効
力
が
生
じ
ま
す
。）

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
３

●  
健
診
申
込
書
を
送
付
し
ま
す

　

健
診
申
込
書
を
４
月
初
め
に
郵
送
し
ま
す
。

世
帯
主
様
宛
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
今
回
か
ら
、
市
の
健
診
を
申
込
ま
な
い
場
合 

　

は
、
申
込
書
の
提
出
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
４
）
６
０
０
０

災
予
防
の
意
識
を
高
め
、
火
災
か
ら
尊
い
生
命

と
貴
重
な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

 

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ 

　

た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

　

必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使

　

用
す
る
。

○
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

○
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

お
問
合
せ
／
消
防
本
部  

予
防
課

  

電
話
（
２
８
２
）
７
２
１
９

●
住
宅
用
火
災
警
報
器

「
未
設
置
住
宅
へ
の
設
置
調
査
・
指
導
」

　

実
施
の
お
知
ら
せ

　

消
防
本
部
で
は
、
平
成
28
年
度
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
「
未
設
置
」
の
住
宅
に
対
し
設
置
調
査

お
よ
び
指
導
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
調
査
方
法

は
、
職
員
が
直
接
電
話
に
よ
る
確
認
を
行
な
い
、

確
認
が
取
れ
な
い
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
訪

問
し
設
置
調
査
及
び
指
導
を
行
な
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
に
際
し
、
消
防
職
員
は
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
販
売
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
訪
問

販
売
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
消
防
本
部  

予
防
課

  

電
話
（
２
８
２
）
７
２
１
９

●  

介
護
用
品
購
入
費
助
成
事
業
を

　

ご
利
用
の
方
へ

　

今
年
度
（
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平
成
29
年

３
月
31
日
）に
購
入
さ
れ
た
分
の
申
請
は
、
４
月

７
日（
金
）が
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
事
業
で
提
出
し
た
領
収
書
は
、
医

療
費
控
除
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課  

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
３
４
７

●  

家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の

　

配
布
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
版
は
、
自
治
会
メ
ー
ル
便
に
て

２
月
末
に
全
戸
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
お
手
元

に
届
か
な
い
場
合
は
、
環
境
課
ま
た
は
各
窓
口

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
０
９
７

●  

不
燃
ご
み
か
ら
火
災
が
発
生

　

ス
プ
レ
ー
缶
を
出
す
前
に
も
う
一
度

　

確
認
を

　

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
、
爆
発
の

危
険
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
使
い
切
っ
て
、
２
ヵ

所
以
上
大
き
な
穴
を
あ
け
、
ガ
ス
抜
き
を
し
て

か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

注　

意　

穴
あ
け
作
業
は
、
火
気
が
な
い
所
で

　

作
業
し
て
く
だ
さ
い
。 

お
問
合
せ
／
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
０
９
７
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募  

集

●
汗
か
き
農
園
利
用
者
募
集

　

野
菜
や
花
作
り
に
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

利
用
規
則　

　

収
穫
し
た
農
産
物
は
自
家
消
費
が
原
則
で
す
。

　

果
樹
な
ど
の
永
年
性
作
物
は
栽
培
す
る
こ
と

　

が
で
き
ま
せ
ん
。

場　

所　

百
々
字
宮
前
地
内

附
属
施
設　

　

休
憩
施
設
・
か
ん
が
い
施
設
・
駐
車
場

利  

用  

料　

年
間 

１
㎡
当
り  

４
１
０
円

※
１
区
画
25
㎡
〜
52
㎡
で
す
。

※
10
月
以
降
の
利
用
料
は
１
㎡
当
り
２
０
０
円

　

と
な
り
ま
す
。

利
用
期
間　

平
成
30
年
３
月
末
ま
で（
更
新
可
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
農
業
振
興
課

電
話
（
２
８
２
）
６
２
０
７

無 

料 

相 
談

●
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

　

各
種
相
談
会

 

結
婚
相
談
（
登
録
制
） 

　

結
婚
を
希
望
す
る
方
へ
結
婚
相
手
の
紹
介
と

相
談
を
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

３
月
19
日（
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
20
時

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

要　

件　

男
性
50
才
、
女
性
45
才
ま
で
の
健
康 

　

な
方

持
ち
物　

印
鑑
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真
１
枚

 

消
費
者
生
活
相
談 

　

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

 

無
料
法
律
相
談

　

相
続
、
土
地
・
不
動
産
、
借
金
、
離
婚
な
ど

の
法
律
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

○
司
法
書
士
会
（
予
約
優
先 

1
人
50
分
・
３
月

　

１
日
予
約
開
始
）

開
催
日　

３
月
16
日（
木
）

時　

間　

13
時
〜
16
時

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　

件　

市
内
在
住

○
弁
護
士
会
（
予
約
制 

１
人
30
分
・
３
月
１
日

　

予
約
開
始
）

開
催
日　

３
月
24
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎

要　

件　

市
内
在
住
、
予
約
年
１
回
ま
で

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
３

無
料
相
談 

●
ス
ポ
ー
ツ
ラ
リ
ー
大
会 

参
加
者
募
集

　

５
〜
６
種
類
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
で
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
上
位
入
賞

者
に
は
豪
華
景
品
も
。

開
催
日　

３
月
26
日
（
日
）

時　

間　

８
時
30
分
〜
12
時

場　

所　

若
草
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
本
庁
や
各
窓
口
サ
ー
ビ

　

ス
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
等
に
設
置
の
申
込
用

　

紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

●
平
成
29
年
度
「
統
計
の
日
」の

　

ポ
ス
タ
ー
に
使
用
す
る
標
語
の
募
集

　

に
つ
い
て

　
「
統
計
の
日
」（
10
月
18
日
）の
ポ
ス
タ
ー
に
使

用
し
、
統
計
調
査
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
標
語
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

応
募
資
格　

小
学
生
〜
一
般

募
集
期
間　

３
月
31
日（
金
）
ま
で

応
募
方
法　

メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て

　

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
政
策
推
進
課
、
各
窓
口
サ
ー
ビ

　

ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
総
務
省  

　

政
策
統
括
官
付
統
計
企
画
管
理
官
室

　
　
　

電
話  

０
３
（
５
２
７
３
）
１
１
４
４

メ
ー
ル　

toukeinohi@
soum

u.go.jp

フ
ァ
ッ
ク
ス   

０
３
（
５
２
７
３
）
１
１
８
１

ル
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

毎
週
火
･
木
曜
日（
除
祝
日
）

時　

間　

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎

 

行
政
相
談 

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど

を
受
付
け
ま
す
。

開
催
日　

３
月
10
日（
金
）

 

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

●
成
年
後
見
制
度
相
談
会（
予
約
優
先
）

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
、
精
神
障
害
、

知
的
障
害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分

な
人
が
、
財
産
管
理
や
日
常
生
活
で
の
様
々
な

契
約
等
を
行
う
と
き
に
、
判
断
が
む
ず
か
し
く

不
利
益
を
被
る
こ
と
等
を
防
ぎ
、
権
利
と
財
産

を
守
り
、
支
援
す
る
制
度
で
す
。

開
催
日　

３
月
17
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

相
談
員　

社
会
福
祉
士

申
込
・
お
問
合
せ
／
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
３
）
８
７
２
２

●
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談

　

家
族
が
も
し
か
し
て
認
知
症
か
も
、
認
知
症

の
家
族
の
介
護
が
つ
ら
い
、
近
所
の
認
知
症
の

人
に
ど
う
接
す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
、
ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

①
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　

毎
週
水
曜
日

時　

間　

８
時
30
分
〜
12
時

場　

所　

介
護
福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

※
相
談
日
以
外
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課

　

電
話
（
２
８
２
）７
３
３
９

②
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

  

「
や
ま
び
こ
の
会
」相
談
日（
要
予
約
）

開
催
日　

３
月
10
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
・
お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会  

名
取 

  

電
話  

０
８
０（
１
０
９
１
）８
８
４
１
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イ
ベ
ン
ト  

　●
生
涯
学
習
講
座

受
付
期
間　

３
月
１
日（
水
）〜
９
日（
木
）

　

な
お
、
申
し
込
み
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
受

付
期
間
を
過
ぎ
て
も
受
付
け
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

①
ア
ロ
マ
の
香
り
で
癒
さ
れ
る

　

石
け
ん
作
り
教
室

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
や
ア
ロ
マ
を
入
れ
た
「
ラ

ベ
ン
ダ
ー
尽
く
し
」
の
ボ
デ
ィ
石
け
ん
を
作
り

ま
す
。

開
催
日　

３
月
22
日（
水
） 

時　

間　

19
時
〜
20
時
30
分　

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

受
講
料　

１
，1
０
０
円

定　

員　

24
名

②
イ
ン
ナ
ー
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
教
室

　

ヨ
ガ
の
固
定
概
念
や
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
イ

無
料
相
談 

●
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
（
要
予
約
）

　

本
人
や
家
族
が
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
不

安
が
原
因
で
次
の
よ
う
な
状
態
に
あ
り
、
困
り

事
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
の
相
談
を
精
神
科
医

●「
介
護
者
の
つ
ど
い
」
公
開
事
業

　

昨
年
12
月
に
上
映
会
を
し
ま
し
た
映
画
「
毎

日
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
」
の
監
督
・
関
口
佑
加

氏
を
お
迎
え
し
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
参
加
者
と

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　
開
催
日　

３
月
５
日（
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内　

容　

○「
毎
ア
ル  

ザ
・
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
特
別
上
映

○
監
督
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

○
参
加
者
と
の
話
し
合
い

参
加
費　

無
料
（
要
申
込
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会  

名
取 

  

電
話  

０
８
０（
１
０
９
１
）８
８
４
１

　

介
護
福
祉
課　
　

電
話
（
２
８
２
）７
３
３
９

が
お
受
け
し
ま
す
。

○
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る
。
意
欲
が
な
い
。

○
ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
に
関
し
て
。

○
飲
酒
が
原
因
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
。

開
催
日　

３
月
15
日（
水
）

時　

間　

15
時
〜
17
時

場　

所　

予
約
の
際
に
相
談
し
や
す
い
場
所
を 

　

確
認
し
な
が
ら
決
め
て
い
き
ま
す
。

※
ま
ず
、
簡
単
に
相
談
内
容
の
聞
き
取
り
を
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
福
祉
総
合
相
談
課
で
は
、
随
時
相
談
を
受
け

　

付
け
て
い
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課 

電
話
（
２
８
２
）
７
２
５
０

ン
ナ
ー
に
効
果
の
あ
る
ポ
ー
ズ
や
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
レ
ッ
ス
ン
に
取
り
入
れ
た
ヨ
ガ
で
す
。

開
催
日　

３
月
23
日（
木
）

時　

間　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

場　

所　

甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

１
０
０
円

定　

員　

20
名

③
仕
事
が
楽
し
く
な
る

　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
教
室

　

ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
フ
の
中
で
お
客
様
へ
の
対
応

に
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
不
安
を

解
消
し
ま
す
。

開
催
日　

３
月
24
日（
金
） 

時　

間　

19
時
30
分
〜
21
時

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

１
０
０
円

定　

員　

20
名

④
甲
州
凧
作
り
教
室

　

手
作
り
の
凧
を
４
月
29
日（
日
）の
甲
州
凧
上

げ
ま
つ
り
で
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

４
月
16
日（
日
）

時　

間　

午
前
の
部  

９
時
〜
12
時

　
　
　
　

午
後
の
部  

13
時
〜
16
時　

場　

所　

甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

無
料

定　

員　

各
20
名

★
事
前
に
凧
キ
ッ
ト
を
配
布
し
、
絵
な
ど
を
描

　

い
て
き
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
A
凧（
43 
cm
×
30 

cm
）か
Ｂ
凧（
90 

cm
×
60 

cm
）

　

ど
ち
ら
か
ご
希
望
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

配
布
日　

３
月
21
日（
火
）〜

時　

間　

８
時
30
分
〜
17
時

場　

所　

甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

●
不
動
産
無
料
相
談
会
（
予
約
不
要
）

　

宅
建
協
会
に
よ
る
不
動
産
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
や
不
安
な
ど
の
相
談
会
で
す
。

開
催
日　

３
月
15
日（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時

場　

所　

若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

電
話
（
２
４
３
）
４
３
０
０

※
各
講
座
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

※
定
員
以
下
の
場
合
は
閉
講
の
場
合
あ
り
。

※
講
座
の
詳
細
は
、
各
施
設
に
あ
り
ま
す
生
涯

　

学
習
講
座
「
平
成
28
年
度
下
半
期
版
」
の
チ
ラ

　

シ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
２
）
６
４
２
７

●
市
立
児
童
館
の
イ
ベ
ン
ト

①
児
童
館
ラ
イ
ブ  RO

O
T! 2017  

　

高
校
生
バ
ン
ド
を
観
に
き
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

３
月
25
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分
（
開
場  

13
時
）

場　

所　

白
根
児
童
館
（
入
場
無
料
）

お
問
合
せ
／
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー　

電
話
（
２
８
２
）
７
３
２
４

白
根
児
童
館  　
電
話
（
２
８
２
）
７
４
６
１

②
べ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
。

開
催
日　

３
月
15
日（
水
）・
22
日
（
水
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　

所　

青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

対　

象　

生
後
２
ヵ
月
〜
８
ヵ
月
の
乳
児
親
子

定　

員　

５
組
（
両
日
参
加
で
き
る
方
）

申　

込　

３
月
４
日（
土
）
10
時
〜

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
・
お
む
つ
・
ベ
ビ
ー
オ

　

イ
ル
（
使
用
し
て
い
る
も
の
）・
お
っ
ぱ
い
か

　

ミ
ル
ク

申
込
・
お
問
合
せ
／
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
２
）
７
３
２
４



─５─

イ
ベ
ン
ト  

●
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

①
南
ア
ル
プ
ス
☆
セ
レ
ナ
ー
ド
Ⅶ

　

〜
岩
崎
け
ん
い
ち
ひ
き
が
た
り
ラ
イ
ヴ
〜

開
催
日　

３
月
４
日（
土
）

時　

間　

18
時
30
分
（
開
場
）

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

会　

費　

1
，5
0
0
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

②
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
大
学

　

〜
市
民
で
ぃ
れ
く
た
〜
ず
サ
ロ
ン
〜

　

市
内
で
い
ろ
ん
な
活
動
に
取
り
組
む
人
た
ち

の
情
報
交
換
の
サ
ロ
ン
で
す
。

開
催
日　

３
月
14
日（
火
）

時　

間　

19
時
30
分
〜

場　

所　

宜（
よ
ろ
）saw
anobori

講　

師　

佐
藤
文
昭
先
生
（
県
立
大
学
）
他

③
協
働
支
援
テ
ー
マ
型
活
動
助
成
事
業

　

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

　

こ
ど
も
け
も
の
ク
ラ
ブ
報
告
会

　

子
ど
も
た
ち
が
行
っ
た
獣
害
対
策
の
見
本
と

な
る
畑
作
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

発
見
や
苦
労
な
ど
を
報
告
し
ま
す
。

開
催
日　

３
月
15
日（
水
）

時　

間　

19
時
〜

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
④
第
21
回  

さ
ら
り
と
音
楽
談
義

　

〜
音
楽
の
支
援
〜

　

市
内
在
住
の
音
楽
家
藤
原
義
章
さ
ん
（
指
揮
、

ヴ
ィ
オ
ラ
）が
、「
音
楽
は
森
羅
万
象
に
通
じ
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
演
奏
や
お
茶
を
交
え
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
柄
を
モ
チ
ー
フ
に
展
開
す
る
気
楽
な

音
楽
談
話
会
で
す
。

開
催
日　

３
月
21
日（
火
） 

時　

間　

19
時
〜

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

内　

容　

演
奏
・
談
話
会
・
喫
茶

⑤
第
33
回 

と
き
ど
き
カ
フ
ェ

　

〜
と
き
ど
き
カ
フ
ェ 
フ
ァ
イ
ナ
ル
〜

　

こ
れ
ま
で
の
出
演
者
や
参
加
者
の
方
た
ち
と

一
緒
に
と
き
ど
き
カ
フ
ェ
の
３
年
間
を
振
り
返

り
ま
す
。

「
市
民
活
動
」
に
つ
い
て
、
市
民
が
主
体
的
に

考
え
、
動
く
こ
と
の
意
味
や
今
後
の
可
能
性
に

つ
い
て
話
し
合
う
場
で
す
。

開
催
日　

３
月
28
日（
火
）

時　

間　

19
時
30
分
〜

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

  

電
話
（
２
８
２
）７
３
２
５

③
子
育
て
マ
マ
に
効
く

　

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
で

　

体
幹
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
親
子
体
操

開
催
日　

３
月
15
日（
水
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　

所　

若
草
な
か
よ
し
児
童
館

参
加
費　

５
０
０
円

対　

象　

市
内
在
住
幼
児
親
子
（
15
組
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
若
草
な
か
よ
し
児
童
館

電
話
（
２
８
３
）
５
３
４
４

●
や
ま
な
み
の
湯
の
イ
ベ
ン
ト

①
オ
イ
ル
で
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

成
長
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
（
要
予
約
）

開
催
日　

３
月
13
日（
月
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
12
時

場　

所　

や
ま
な
み
の
湯

対　

象　

２
ヵ
月
か
ら
１
歳
半
ま
で
の
赤
ち
ゃ

　

ん
と
マ
マ

参
加
費　

１
，２
０
０
円

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
写
真
２
〜
３
枚

申　

込　

担
当  

内
藤    

　
　
　

電
話  

０
９
０（
５
４
９
５
）６
１
０
０

②
耳
つ
ぼ
・
ヘ
ッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
で

　

リ
フ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か
？

開
催
日　

３
月
５
日（
日
）、
19
日（
日
）

時　

間　

13
時
〜
17
時

場　

所　

や
ま
な
み
の
湯

参
加
費　

１
，０
０
０
円

   お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯 　

電
話
（
２
８
０
）３
３
４
０

●
市
立
美
術
館
の
イ
ベ
ン
ト

 

市
立
美
術
館
フ
ロ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
日　

３
月
12
日（
日
）

時　

間　

11
時
〜
11
時
30
分　
　

場　

所　

市
立
美
術
館
ロ
ビ
ー

出　

演　

巨
摩
高
校
吹
奏
楽
部

参
加
費　

無
料

お
問
合
せ
／
市
立
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
６
０
０

●
白
根
乗
馬
福
祉
公
園

　

馬
と
人
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル（
要
予
約
）

「
ヒ
マ
ワ
リ
の
願
い
〜
大
切
な
あ
な
た
へ
〜
」

ポ
ニ
ー
く
ら
ぶ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
観
覧
無
料
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。

開
催
日　

３
月
５
日（
日
）

時　

間　

10
時
30
分  

開
演

場　

所　

市
乗
馬
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

○
11
時
30
分　

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
抽
選
会

○
13
時
30
分　

森
歌
じ
か
ん

（
証
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
や
歌
作
り
）

参
加
費　

抽
選
会  

実
費

　
　
　
　

森
歌
じ
か
ん  

１
，０
０
０
円

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
乗
馬
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
５
）
８
１
８
１

●jaja  JAZZ  CO
N
CERT

 　

in  M
IN
AM
I-ALPS

  

「
コ
コ
ロ
」の
奥
に
響
く
、
至
福
の
音
色

　

今
年
度
もjaja

が
南
ア
ル
プ
ス
市
に
や
っ
て

き
ま
す
。

　

と
ろ
け
る
よ
う
な
音
色
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

３
月
11
日（
土
）

時　

間　

開
演 

17
時
（
開
場 

16
時
30
分
）

場　

所　

桃
源
文
化
会
館

入
場
料　

５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
桃
源
文
化
会
館

電
話
（
２
８
４
）
３
４
１
１



イ
ベ
ン
ト  

─６─

●
第
14
回 

南
ア
ル
プ
ス
市

　

甲
州
凧
上
げ
ま
つ
り

開
催
日　

４
月
29
日（
土
）
雨
天
中
止

時　

間　

10
時
〜
15
時

場　

所　

釜
無
川
（
三
郡
橋
上
流
８
０
０
ｍ
付
近 

　
　
　
　

の
右
岸
河
川
敷
）

 

凧
キ
ッ
ト
の
配
布

配
布
開
始　

３
月
21
日（
火
）〜

配
布
場
所　

甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

配
布
個
数

　

A
凧
（
43
㎝
×
30
㎝
）
１
０
０
セ
ッ
ト

　

B
凧
（
90
㎝
×
60
㎝
）
30
セ
ッ
ト

　

C
凧
（
１
７
６
㎝
×
１
１
６
㎝
）
10
セ
ッ
ト

※
各
サ
イ
ズ
１
人
１
セ
ッ
ト
限
り

※
作
り
方
が
わ
か
ら
な
い
方
は
、
４
月
16
日（
日
）

　

生
涯
学
習
講
座
で
甲
州
凧
作
り
教
室
を
開
催

　

し
ま
す
の
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
ま
つ
り
当
日
は
貸
出
用
凧
を
用
意
し
ま
す
。

  

（
先
着
10
名
程
度
）

お
問
合
せ
／
甲
州
凧
上
げ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

電
話
（
２
８
２
）
３
１
２
０

●
春
休
み
子
ど
も
映
画
会

 

開
催
日　

３
月
29
日（
水
）

時　

間　

14
時
〜
15
時
15
分

題　

名　

世
界
名
作
ア
ニ
メ

　
　
　
　
「
ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ
ス
」　

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

申　

込　

不
要
（
参
加
無
料
）

お
問
合
せ
／
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
２
）
７
２
８
６

中
央
図
書
館  　

電
話
（
２
８
０
）
３
３
０
０

●【
無
料
】
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

開
催
日　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日　

　
　
　

 

（
祝
日
の
場
合
は
次
週
に
振
替
）

時　

間　

20
時
〜
21
時
30
分

場　

所　

櫛
形
総
合
体
育
館

持
ち
物　

タ
オ
ル
・
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物

申　

込　

不
要

お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

●
こ
ど
も
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

　

探
検
隊
活
動
報
告
展

 　
こ
ど
も
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
探
検
隊
員
に

よ
る
作
品
と
、
落
合
小
学
校
の
５
年
生
に
よ
る

野
鳥
調
べ
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

期　

間　

３
月
13
日（
月
）〜
24
日（
金
）

時　

間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
15
日（
水
）、
22
日（
水
）は
19
時
ま
で
、
休
館

　

日
は
土
日
祝
祭
日

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

ロ
ビ
ー

お
問
合
せ
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

電
話
（
２
８
２
）
７
２
６
１

●
桃
源
オ
ル
ガ
ン
ス
ク
ー
ル

　

桃
源
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ル
ガ
ン
ス
ク
ー
ル

　

発
表
会
＆
オ
ル
ガ
ン
と
ふ
れ
あ
う
会

開
催
日　

３
月
18
日（
土
）　

時　

間　

開
演 

14
時
30
分
（
開
場 

14
時
）

場　

所　

桃
源
文
化
会
館

入
場
料　

無
料

●
県
民
の
森  

森
林
科
学
館
教
室
案
内

 

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

開
催
日　

３
月
25
日（
土
）
雨
天
中
止

時　

間　

９
時
〜
11
時

場　

所　

県
民
の
森

申　

込　

電
話
に
て
受
付

定　

員　

な
し
（
参
加
無
料
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
森
林
科
学
館　

電
話
（
２
８
３
）５
７
１
８

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
第
25
回  

櫛
形
北
地
区
分
館
ま
つ
り

開
催
日　

３
月
４
日（
土
）、
５
日（
日
）　

時　

間　

４
日  

９
時
〜
16
時
30
分

　
　
　
　

５
日  

９
時
〜
15
時

場　

所　

北
地
区
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
北
地
区
分
館
長  

杉
山

　
　

電
話
（
２
８
２
）
４
７
５
９

※
発
表
会
終
了
後
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
間
近

　

で
見
た
り
触
れ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

 

ち
ょ
っ
と
だ
け
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
！

 　

普
段
ピ
ア
ノ
で
弾
い
て
い
る
曲
を
一
人
５
分

ず
つ
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
で
試
奏
体
験
で
き
ま
す
。

※
先
着
20
名
（
当
日
受
付
に
て
予
約
）

お
問
合
せ
／
桃
源
文
化
会
館

　

電
話
（
２
８
４
）
３
４
１
１

●
○
博
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ツ
ア
ー

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
「
ふ
る
さ
と
○
○
博
物
館
」
オ
ー
プ
ン
へ
向
け

て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
市
之
瀬
台
地

を
舞
台
に
各
分
野
の
専
門
家
と
と
も
に
、
地
域

資
源
再
発
見
の
ぶ
ら
り
歩
き
を
行
な
い
ま
す
。

開
催
日　

3
月
18
日　（
土
）

時　

間　

８
時
30
分 

集
合
（
午
前
中
）

場　

所　

ほ
た
る
み
館
（
北
側
駐
車
場
）

参
加
費　

５
０
０
円

※
市
之
瀬
台
地
の
周
辺
を
６
km
ほ
ど
歩
き
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
文
化
財
課

　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
６
９

　

ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館
（
木
曜
休
館
）

電
話
（
２
８
２
）
７
４
０
８

●
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館
も
の
づ
く
り
教
室

　

市
内
の
和
菓
子
の
歴
史
を
学
ぼ
う

 

開
催
日　

３
月
11
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

内　

容　

市
内
和
菓
子
の
歴
史
や
文
化
、
技
術

　

に
つ
い
て
、
講
座
と
職
人
さ
ん
に
よ
る
和
菓

　

子
作
り
の
実
演
で
学
び
ま
す
。

参
加
費　

２
０
０
円
（
定
員  

先
着
25
名
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

申
込
・
お
問
合
せ
／
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

（
木
曜
休
館
）

電
話
（
２
８
２
）
７
４
０
８

 

市
民
か
ら

ま
る

ま
る
ま
る



─7─

●
ス
カ
ウ
ト
体
験
入
隊
お
よ
び
説
明
会

開
催
日　

３
月
26
日（
日
）

時　

間　

10
時
〜
12
時

場　

所　

木
の
国
サ
イ
ト
情
報
館

対　

象　

年
中
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
男
女

内　

容　

ロ
ー
プ
結
び
、
火
お
こ
し

お
問
合
せ
／
小
宮
山　

電
話 

０
９
０（
８
８
０
９
）
７
３
１
６

　
望
月　

電
話 

０
９
０（
３
３
３
１
）
９
０
０
２

 

市
民
か
ら

●
臨
地
研
修
参
加
者
募
集

　

郷
土
研
究
部
櫛
形
支
部
で
は
、
甲
斐
源
氏
の

一
族
南
部
氏
の
史
跡
探
訪
と
、
し
だ
れ
桜
の
身

延
山
久
遠
寺
見
学
を
行
い
ま
す
。

開
催
日　

３
月
24
日（
金
）
雨
天
決
行

集
合
時
間　

９
時

集
合
場
所　

櫛
形
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ー
ル

　
　
　
　
　

南
駐
車
場　

参
加
費　

３
，０
０
０
円
（
昼
食
代
等
）

定　

員　

35
名

締　

切　

３
月
15
日（
水
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
郷
土
研
究
部
櫛
形
支
部

部
長  

塩
田　
　

電
話
（
２
８
２
）
３
２
４
３

会
計  
臼
井　
　

電
話
（
２
８
２
）
０
２
６
３

●
櫛
形
地
区
文
化
協
会
写
真
部

　

櫛
形
写
真
研
究
会
写
真
展

　
開
催
日　

３
月
４
日（
土
）〜
20
日（
月
・
祝
）

時　

間　

９
時
〜
16
時

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
６
日（
月
）、
13
日（
月
）は
休
館
日

お
問
合
せ
／
名
取

　
　

電
話 

０
９
０（
７
２
６
９
）
６
７
６
７

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
蝶
の
家
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
や
さ
し
い
手
話
教
室

開
催
日　

３
月
９
・
16
・
23
日
の
木
曜
日

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

場　

所　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
蝶
の
家  

2
階

参
加
費　

無
料

②
認
知
症
防
止
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
会

　

麻
雀
・
囲
碁
・
将
棋
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

毎
週
金
曜
日

時　

間　

９
時
〜
16
時

場　

所　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
蝶
の
家  

2
階

参
加
費　

１
名  

１
０
０
円

申
込
・
お
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

蝶
の
家

　

理
事
長  

大
山
隆
治

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
４
）
１
５
５
６

　

電
話 

０
８
０（
１
３
０
９
）
５
８
０
７
（
河
野
）

●
春
の
大
正
琴
お
披
露
目
会

　　

日
ご
ろ
の
心
身
の
疲
れ
に
、
大
正
琴
の
音
色

で
癒
さ
れ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

３
月
26
日（
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

お
問
合
せ
／
早
乙
女
大
正
琴  

早
乙
女

　
　

電
話 

０
９
０（
２
７
５
２
）
３
８
３
６

 エスコートキッズ募集

　選手と手をつないでピッチに入場しませんか？

対象者　市内在住の年長児
 （平成23年４月２日～平成24年４月１日生まれ）

募集人数　22名（各チーム11名）
　※申込み多数の場合は抽選となります。

受　付　３月21日(火)～４月５日(水)  電話受付

申込・お問合せ／生涯学習課    TEL..（282）7778

開催日　５月７日（日）

時　間　12:00開門 　14:00キックオフ　

場　所　山梨中銀スタジアム（小瀬スポーツ公園内）

試　合　2017 明治安田生命 J1リーグ 第10節　

　　　　「ヴァンフォーレ甲府 ×  ジュビロ磐田」

 ホームタウンゲーム無料招待券

　左記の試合に120組240名をご招待！

対 象 者　市内在住者
応募方法　往復ハガキでご応募ください。
　　　　　(返信ハガキで結果を通知します）
応  募  先　〒400-0492　南アルプス市鮎沢1212
                南アルプス市教育委員会　生涯学習課　宛

締　   切　４月５日(水) 必着

【往 信 文 面】「サンクスデー無料チケット希望」および

　　郵便番号、住所、氏名、電話番号を記入。

【返信宛名面】郵便番号、住所、氏名を記入し、

　　裏面は無記入のこと。

※応募は１人１通。応募者多数の場合は抽選。
　試合当日会場で、当選ハガキを招待券（自由席バックスタンド）
　２枚と引換えます。

ヴァンフォーレ甲府　
南アルプス市サンクスデー



 

入
札
結
果

 1２  月 の 入 札 結 果
お問合せ／管財契約課　TEL.282-6092●市役所関係

開札日 件　　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

12月  1日 南アルプス市高齢者保健福祉計画（第６期）・介護保険事業計画（第７期）
策定に係るアンケート調査業務委託

市内 ㈱サーベイリサーチセンター
静岡事務所 1,706,400

12月  1日 平成29年度交通災害共済加入申込書発送業務委託 市内 光ビジネスフォーム㈱
甲府営業所 1,134,000

12月  1日 平成29年度家庭ごみ収集カレンダー印刷業務 市内 ㈲白根総合印刷 3,369,600

12月  1日 防災資機材（避難所開設用）簡易テント・投光器購入 小笠原地内 ミドリ安全山梨㈱ 950,400

12月  1日 非常用食料（特定アレルゲン不使用品）購入 寺部地内 ㈲ヤマト商事 537,030

12月  1日 デジタル印刷機リース（豊小学校） 吉田地内 ㈱正直堂  南アルプス店 116,640

12月  5日 公共下水道管渠布設工事（上八田１工区） 上八田地内 ㈱市口興業 8,629,200

12月  5日 在家塚15号線路肩拡幅工事 在家塚地内 ㈲丸利森本建設 7,063,200

12月  5日 新寺の沢橋橋梁補修工事 芦安芦倉地内 ㈲入倉組 5,961,600

12月  5日 林道下安通前坂下線法面補修工事 芦安安通地内 ㈲丸利森本建設 9,331,200

12月  5日 上八田水路改修工事 上八田地内 ㈲中島工業所 6,890,400

12月  5日 若草中学校防球ネット設置工事 加賀美地内 ㈲広進土木 2,592,000

12月  5日 南湖小学校校舎トイレ洋式化改修工事 西南湖地内 ㈲長沼住建 3,888,000

12月  5日 白根飯野小学校校舎２階ベランダ手摺り補修工事 飯野地内 ㈲小林建築所 1,404,000

12月  5日 防災行政無線バッテリー交換工事（白根地区） 市内 ㈲シミズシステムズ 3,073,140

12月  5日 市営住宅解体撤去工事（浅原団地２号棟他４棟） 市内 ㈲峡南環境サービス 10,929,600

12月  5日 市営住宅解体撤去工事（西南湖団地13－８号棟他２棟） 市内 ㈱サワショウ 3,348,000

12月  5日 白根東児童クラブ改築工事実施設計業務委託 西野地内 河野建築設計室 7,728,480

12月  5日 若草児童クラブ新築工事実施設計業務委託 寺部地内 河野建築設計室 7,728,480

12月  5日 （仮称）白根桃源図書館・白根生涯学習センター建設工事設計業務委託 飯野地内 笹本建築設計事務所 17,280,000

12月15日 貸与被服購入（新規採用予定消防吏員４人分） 十五所地内 ㈲ヤマト商事 1,935,792

12月15日 平成28年度情報系プリンター購入 小笠原地内 富士通㈱  山梨支店 2,723,112

12月20日 櫛形８号線道路改良工事３工区 桃園地内 ㈲野呂瀬建設 12,420,000

12月20日 荊沢市川大門線（狐川橋）橋梁補強工事 戸田地内 ㈱今建 8,564,400

12月20日 公共下水道耐震補強工事 市内 ㈱幸武 15,263,640

12月20日 公共下水道管渠布設工事（鏡中條２工区） 鏡中條地内 ㈱内田建設 10,648,800

12月20日 公共下水道管渠布設工事（上今諏訪４工区） 上今諏訪地内 名取ブロック工業 6,069,600

12月20日 公共下水道管渠布設工事（小笠原１工区） 小笠原地内 ㈱今建 1,706,400

12月20日 飯野新田水路改修工事 飯野新田地内 ㈲丸利森本建設 4,806,000

12月20日 吉田地内舗装修繕工事 吉田地内 ㈱輪田道路 2,214,000

12月20日 八田高度農業情報センターカナリアホール舞台床修繕工事 榎原地内 ㈲岡田工建 2,818,800

12月20日 櫛形中学校ボイラー室・倉庫解体工事 小笠原地内 ㈱サワショウ 2,322,000

12月20日 八田13・161号線用地測量調査業務委託（２工区） 市内 ㈱八田測量 4,644,000

12月20日 八田13・161号線物件調査算定業務委託（２工区） 市内 疾測量㈱ 3,240,000

12月20日 櫛形11号線道路植栽管理業務委託 沢登地内 ㈲東香園 2,257,200

12月20日 耐震棟増築庁舎建設予定地地質調査業務委託 小笠原地内 ㈱新日本エンジニアリング 3,780,000

開札日 件　　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

12月  7日 消火栓新設工事① 小笠原地内 ㈲甲西管工 1,339,200

12月  7日 消火栓新設工事② 在家塚地内 ㈲中澤 1,328,400

12月  7日 消火栓新設工事③ 寺部地内 ㈲鈴木設備工業 1,339,200

  1    月 の 入 札 結 果

●企業局関係 お問合せ／企業局総務課　TEL.282-2016

開札日 件　　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

月  11日 駒場浄水場沈砂池浚渫工事 駒場地内 ㈲清水総合工業

１月  11日 県道甲斐早川線道路改良工事に伴う給配水管布設工事 野牛島地内 ㈲江藤工業所 2,084,400

●企業局関係 お問合せ／企業局総務課　TEL.282-2016

１ 10,270,800

●市役所関係　1月の入札はありませんでした。

※２月号で「11 月の入札結果」を重複掲載してしまいました。お詫びいたします。


